私 は 映画が すきな くせにい つも 野暮った い 観 かたば 

かりして いるの だけれ ど、 さきごろの 「カツ スル 夫妻」 

でも、 いろいろの 印象 をの こされた。 アステアの カツ 

スル が、 初め 喜劇 役者と して 稼いで いる。 筋の はこび 

では、 後に カツ スル 夫人と なった ロジャ ー スの 娘に 

あって その かえりの 田舎の 小さい 停車場で 初めて 踊る 

の だが、 あれほど 踊り こそ 天職と 思って いる 青年が そ 

の 宝 を 見出されないで 喜劇 役者 を やって いる 悲し さと 

いうか、 その 芸術家と して 必然と 思われる 哀愁が、 初 

めの 部分の 踊り かたで はちつ とも 描き出され ていない。 

興 業師の マンネリズムが カツ スル . ゥォ ー クの 真価 を 
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